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リン酸化酵素のホモログ 5 種 (AZPKl --5)，及びMAPKファミリーに属するホモログ 5 種 (AZMPKl--5) ， MAP 
KKKファミリーに属す・るホモログ l 種，それぞれの部分配列を得た。今回得られた11種の蛋白質リン酸化酵素の上
腔軸切片中での発現様式を調べた結果，ホルモン処理によって発現量に変化が見られたのはAZPKl のみであった。
AZPKl の全配列を決定したところ612aa からなる推定分子量66 ， 435の蛋白質リン酸化酵素をコードしていた。
AZPKlの発現は切り出した直後の上陸軸切片で見られるが、非伸長条件であるオーキシン(IAA) を含まない培地
で上陸軸切片を培養すると mRNA量が減少した。 IAA を含まない培地で培養した切片を引き続きIAA を含む培地で
培養するといったん減少したmRNA量が再び‘増加した。またAZPKl の発現にジベレリン (GA) は必要でないこと，
IAA によって誘導される伸長に付随した 2 次的な応答によって発現しているのではないことを示した。これらの結







た上陸軸の表層微小管を観察したところ， IAA 処理， IAA+GA処理のいずれにおいても横方向の微小管を持つ細胞
の割合が減少し縦方向の微小管を持つ細胞の割合が増加していた。このオカダ酸の効果は見かけ上蛋白質リン酸化酵
素の阻害剤であるらジメチルアミノプリン (DMAP)の効果に似ていたので縦方向から横方向，横方向から縦方向へ
の微小管の配向変化を向調化させた系を用いてそれぞれの方向変更にオカダ酸が与える効果の検討を行った。基本培
地前処理によって縦方向の微小管を持つ細胞の割合を増加させた上脹軸をIAA 処理すると同調的に横方向の微小管
を持つ細胞が増加するが，オカダ酸はこの配向変化を阻害することが明らかになった。またGA+IAA 前処理によっ
? ?
て横方向の微小管をもっ細胞を増加させた上陸軸を基本培地で処理すると，同調的に縦方向の微小管を持つ細胞が増
加するが，オカダ酸はわずかだがこの配向変化を遅らせることがわかった。このオカダ酸による横方向から縦方向へ
の変化の阻害はDMAPがこの反応を促進するという従来の知見と一致するo これらの結果をあわせて考えると表層
微小管はリン酸化状態で縦，横の方向に関わらず安定化されており脱リン酸化状態で配向変化を起こすものと考えら
れた。
論文審査の結果の要旨
横井崇秀君は，アズキ上陸軸細胞の表層微小管の方向制御における蛋白質リン酸化の関与に関する研究を行い，横
向きの微小管の安定化をもたらすオーキシンによって発現が誘導される蛋白質リン酸化酵素が存在することを明らか
にした。これらの成果は微小管の方向制御研究における重要な貢献をなすもので，博士(理学)の学位論文として十
分価値あるものと認める。
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